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Am まをのために 


コード類は正しく配置する 

コード類は風こ引っかけたりして引っぱると製品の落下や較倒などによりけびの原因 
となることびあるため、十分注意して接続-配置してください。 


アクティブ スピーカー 
システム 


取扱説明書 

SRS-NWGU5 日 

お買い上げいただをありがとラごさ"いまず。 

I A が化 I 電気製品はま全のための注意事項を守らないと、 

胃° 1火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扳いかたを 
おしています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いくださし、。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して<ださい。 

©2009 Sony Corporation Printed in China 


正し<ぉほいいただ < ために 


巧を上のご注意 

ま全について： 

付属の AC パワーアダプターをお使いになるときは、家庭用電源コンセント （ AC 100 〜 
240 V )につないでお使いください。 

AC コードについて： 

AC コードを旅<とさは、コードを引っ張らずに、必ずプラグ部を持ってコンセント 
から抜いて < ださい。 

留守にするときは： 

本機の1/(!)(電源/スタンバイ）スイッチを OFF にしただけでは、電源は売全に切 
れていません。 

ご旅行などで長い間お使いにならないときは、必ず AC パワーアダプターをコンセン 
卜から扳いて < ださい。 

異物について： 

特に、ジャックには異物を入れないでください。故障やき故の原因になります。 

異常や不具をが起きたら： 

万一、異常や不具合び起さたとをや異物び中に入ったときは、すぐに AC パワーアダ 
プターを损を、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にご相談ください。 

取0巧い上のご注意 

• スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密に調整してあります。分解、 
改造などはしないでください。 

• キャビネットび巧れたとをは、中性洗剤をみし含ませた柔らかい巧でふいてくださ 
し'!。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使わな 
いで < ださい。 

• 次のよラな場所は避けてください。 

一直射曰光の当たる所、暖房器具の近 < など、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内（特に夏季)。 

一風呂場など、湿気のをい所。 

一 ほこりのをい所、砂、地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。（防磁設計になっていますび、録音済みテー 
プや時計、キャッシュカード、フ□ッピーディスクなどは、スピーカーの前面に 
近づけないで< ださい。） 

• 平らな場所に設置してください。 

•設置条件によっては、倒れたり落下したりすることびあります。貴重品などを近く 
に置かないでください。 

• 持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受ける物は、 
スピーカーシステムの近くに置かないでください。 


モニター画面に色む6が起きた6 

このスピーカーシステムは防磁型 （ JEITA *) のため、モニターのそばに置いて使うこ 
とびでをますび、モニターの種類により色むらび起こる場合びあります。 

色む6が起きたら 

いったんモニターの電源を切り、15〜3日分後に再び電源を入れてください。 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、ま 
ちびった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険で 
す。ま故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 


ま全のためのを意事項を守る 


この「を全のために」をよ<お読み<ださい。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセントとの間にほこりびたまつ 
ていないか、故障したまま使巧していないか、などを点検して<ださい。 


故障した S 使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店または 
ソニーの相談窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた6 



♦ 


〇電源を切る 

〇 AC パワーアダプターを抜く 

0 ソニーの柜談窓□またはお買い上げ店に修理を依頼する 


警告 表示の意は 

取扱説日月書および製品では、：欠のよラな表おをしています。表示の内容をよく理 
解してから本文をお読みください。 

么危険 

I この表术の;主意事巧を守 b ないと、乂災•感電-破製などにぶ 

I り死亡:や大けびなどの人身事故び生じます。 

IA 警告 

I この表示の注意事項を守らないと、火災•感電などにより死亡 

I や大けびなど人身事故の原因となります。 


IA 注意 

この表おの注意事項を守らないと、感電やその他の事故により 

I けびをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 


注意を促す記号 


A \ 

火災 感電 


行為を禁止する記号 


0 ® 

禁止 めれ手禁止 


区\危均 下記のを意事項を守5ないと 

A ^义災.感電.発熱.発义にが 

mm や^ It の驅となりまず。 

指定なかの AC パワーアダプターを使わない 

必ず指定の AC パワーアダプターを使巧してください。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の原因となります。 

0 

禁止 


1/1\警告 1 下記のを意事項を守5ないと 
俗 义災 • 感電にょり大けびの原因となり 

ルが 感電 

内部に水や真物を入れない 

氷や異物び入ると火災や感電の原因となりまず。万一、水や異物び入ったとさは、す 
ぐに使巧を中止し、 AC パワーアダプターを抜いて、お買い上げ店またはソニーのネ目 
談窓□にご相談ください。 

0 

禁止 



_ 下記のミ主意事項を守6ないと 

l/K 注意 I けがを したり周辺の 家財 に 損害を 与えたり 

ずることびありまず。 

はじめか6ボリュームを上げすぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびあります。ボ U ュームは徐々に上げましよラ。 
とくに、デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音のかないデジタル機器を聞<とを 
にはご注意ください。 

0 

禁止 

長時間ほ用しないときは AC パワーアダプターを巧< 

長時間使用しないとをは、安全のため AC パワーアダプターをコンセントから抜いて 
<ださい。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


お手入れの原、 AC パワーアダプターを巧< 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因となることび 
あります。 


运 

つラグをコン 
セントから抜く 


電池についてのまを上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発义 -誤飲にょる 

大 けがやお 巧を避けるため、下記のを意事頂をおずお守り 
<ださい。 


( 本機では切下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体 
上の表示をご確認 < ださい。 


乾電池 

単4形アルカ1」、単4形マンガン 

V 


齡危険 1 乾電池び液漏れしたとき 

乾電池の液が漏れたとさは、素手で液をさわ6ない 

液び本体内部に鶏ることびあるため、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、すぐに 
水道水などのをれいな水で充分洗い、ただちに医師のミ台擦を受けてください。 
液び身体や衣についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐにをれい 
なかで洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談してくださ 
い。 


A 警告 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 巧電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。ショートさせない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しなし、。 
• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときを取りはずす。 
• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


齡注意 1 

• 火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の車中など、高温の場所で使用•イ呆曽- 
放置しない。 

• が装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類がの電池は使用しない。 

• 廃棄の際は、地方自ミ台体の条例または規則に従ってください。 


それでも色む目が残るときは 

スピーカーをさらにモニターから離して<ださい。 

さ5に 

スピーカーの近くに臟気を発生するものびないよラにご注意ください。スピーカーと 
の柏旦作巧により、色むらを起こす場合びあります。 

磁気を発生する物 

ラック、置を台の扉に装着された磁石、健康器具、玩具などに使われている磁石など。 
> JE ! TA は（電モ情報技術産業協会）の略称でず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさわ 6 ない 

感電の原因となることびあります。 



本巧や AC パワーアダプターを巧団などでおおった巧態で使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


指定なかの機おに使わない 

火災やけびの原因となります。 


安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ちてけび 
の原因となります。 


G) 

禁止 












各部のなまえ 


接続する 


本機に対応する"ウオークマン" 巧証書とアフターヴービス 


本体 



田] INPUT ランプ 
回 1/(1)( 電源/スタンバイ）ランプ 
回 1/(1)( 電源/スタンバイ）スイッチ 
团 INPUT (入力切換）ボタン 
固 WM-PORT コネクター("ゥォークマン" 接続 用) 
固 BASS BOOST ランプ 
团 MUTING ランプ 
固 VOLUME (音量） +/- ボタン 
图 U モコン受ホ部 

U モコン 



田] INPUT (音楽入力）ボタン 

" WALKMAN " 一 LINE IN *' 

" WALKMAN ” と LINE IN を切り換えます。 

INPUT ランプび点なします。 

回己（フォルダー) + /- ボタン*2 

己 （フォルダー) +/- ボタンは、お使いの•ウォークマン’び還おしている 
曲の並び順で、グループの最初の曲を頭出ししまず。 

回！(頭出し）ボタン 

押したままにすると、"ウォークマン"の早をり/早戻しびでをまず。短く巧ずと、 
再生中の曲の頭出し/次の曲の頭出しびでをまず。 

团 WI (再生/-時停止）ボタン 

押すと、"ウォークマン"の曲の再生/一時停止びでさます。 

固 BASS BOOST ボタン 

ON 一 OFF 

(BASS BOOST ランプび点灯します。） 

固1/の（電源/スタンパイ）スイッチ 

团 VOLUME (音量） +/- ボタンが 

音量を調節します。 

(調節中は1/の（電源/スタンバイ）ランプび点滅します。 

音量び最大と最ルの場合、 MUTING ランプび点滅します。） 

圃 MUTING ボタン 

ON 一 OFF 

( MUTING ランプび点灯します。） 

*1 INPUT ランプ点な中は、‘ウォークマン"は操作でさません。 

"ウォークマン’の仕様により動作しない、をしくは動作び異なることびあります。 

* 3 リモコンの VOLUME +ボタンには己点（突起）び付いています。操作の目印として、お使いく 
ださい。 


"ウオークマン"を接続ずる 



1お使いの"ウォークマン"のアタッチメントを装着する。 

アタッチメントは"ウォークマン"本体に付属しているものか、本体に付属して 
いる2種類のラちから対応しているものをご使用ください。お使いの"ウォーク 
マン"によってアタッチメントの形状び異なる場合びあります。詳しくは「本機 
に対応する"ウォークマン"」をご覧ください。 

2アタッチメントのツメを WM-PORT コネクターを側の穴の位置に合わせて 
先にはめ込んでか 5 (①) 、 反が測を指で巧し込みまず（③)。 

3本体に"ウォークマン"を接続ずる。 

本体の充電機能を利用するには 

AC コードを接続し、本体に"ウォークマン"を接続してください。充電び自動的に 
開始します。充電の状態は"ウォークマン"本体に表示されます。詳しくは、お使い 
の"ウォークマン"の取扱説明書をご覧<ださい。 

をヒント 

アタッチメントを取りはずすには、イラストのよラにアタッチメントのマーク（〇〇〇)の位置を上 
か6強く押してか6 ( ①）取りはずします（③)。 



音楽を聞< 

1本体の1/の（電源/スタンバイ）スイッチを巧して電源を入れる。 

1/山（電源/スタンバイ）ランプび点なします。 

2本体のスピーカーの音量を最小にする。 

VOLUME ーボタンを巧し続けます。最ルになると MUTING ランプび点滅します。 

3 INPUT (入力切換）ボタンを巧して、"ウ オーク マン"に切り換える。 

INPUT ランプび消なします。 

4曲を選択し、音楽を再生する。 

再生、停止や他の操作は U モコンまたは"ウオークマン"本体で行ってください。 
本機との接続中に"ウオークマン"本体を操作するときは、"ウオークマン"を 
ちラー方の手でしっかりまえてください。 

5音量を調節ずる。 

本機の VOLUME +ボタンで調節します。 


ごま意 

• Bluetooth 内蔵"ウォークマン’は Bluetooth 設定を OFF にしてください。 

• ご使巧の‘ウォークマン’’によって、ダイナミックノーマライヴ、イコライヴー 、 VPT (バー 
チャルホンテクノ□ジー)、 DSEE などび ON または調整されている場合がありますので、 

日 FF にしてください。 

.本体の BASS BOOST 機能は初期設定び ON になっています。お好みで、付属のリモコンを 
操作して OFF にしてご使用ください。 

•ワンセグ受信/録画中は、受信感度び大さく低下する場合びあるため、使用でさません。 


をヒント 

"ウオークマン’’はへツドホン接続および本機への接続の両方を同時に使用することはでをません。 


その他の機器と接続する 


ご注意 

•本撒こ対応する"ウォークマン’’け外のポータブルオーデイオ機器では、 U モコンボタン回回 
国の機能は使用でさません。 

•スピーカー本体に‘ウォークマン’を接続しているとさは、本機の音量調節はでをますび、‘ウォー 
クマン’’の音量調節は変わりません。 

• 機器の音量調節によっては、突然大さな音びでる場合びあります。 

.本体に"ウ ォークマン’’ を接続した状態で、本体の U モコン wi ボタンを巧してち、‘ウォークマ 
ン"の音楽再生び始まらない場合びあります。その場合は、一度"ウォークマン’’本体のいずれ 
かの操作キーを巧して<ださい。その後 IJ モコンで操作びでさます。 


電源にごいて 

付属の AC ノくワーアダプターを本機に接続します。 


本体にポータプルオーディオ機器をつなぐことびでをます。接続ケーブル（別売り） 
を使って 、 LINE IN 端子に接続してください。突然大去な音び出て耳を痛めないよラ 
にポータプルオーディオ機器の音量を下げてから本体につないでください。 




ごま意 


• AC バワーアダプターを巧を差しする前に電源をお切0<ださい。電源を入れたまま抜さ差しす 
ると、誤動作の原因になる場合びあります。 

• この製品には、付属の AC バワーアダプター（極性統一形プラグ ’ JEITA 規格）をご使巧ください。 

付属け列の AC バワーアグプターを使用ずると、故障の原因になることびあります。 

• 付属の AC コードは本機専巧です。他の機器ではご使巧になれません。 



極性統一おプラグ 


• AC バワーアダプターは容易に手び届<よラな電源コンセン h に接続し、異常び生じた場合は速 
やかにコンセントから抜いてください。 

• AC バワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないで<ださし、。 
• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場所で 

は1ま巧しないで<ださい。また、 AC バワーアダプターの上に巧瓶などの水の入ったちのを置か 
ないで < ださい。 


海外で使ラときは 

付属の AC パワーアダプターは 、 AO 00〜240 V 、50/60 Hz の範囲でお使いいただ 
けますので、世界中のほとんどのホテルおよび家庭用電源で使巧でをます。ただし、 
電源コンセントの形巧は各国、各地さまざまですので、お出かけ前に旅行代理店など 
でお確かめ < ださい。 




変換プラグアダプター（別売り） 


ごま意 


ミ 毎が旅行ち用として市販されている「電モ式変圧器（トラペレコンバーター)」などはご使巧にな 
らないで<ださい。故障の原因となることびあります。 


1本体の1/の（電源/スタンバイ）スイッチを巧して電源を入れる。 

1/の（電源/スタンバイ）ランプび点灯します。 

2本体のスピーカーの音量を最小にする。 

VOLUME ーボタンを巧し続けます。最ルになると MUTING ランプび点滅します。 

3 INPUT (入力切換）ボタンを巧して、 LINE IN に切り換える。 

INPUT ランプび点なします。 

4曲を選択し、音楽を再生する。 

5音量を調節ずる。 

接続した機器を適切な音量にし、本機の VOLUME +ボタンで調節します。 


をヒント 

• ラジオまたはワンセグチューナーを内蔵した機器を接続した場合、あ送びを信でさない、または 
感度び大幅に低下する場合びあります。 

• リモコン操作で BASS BOOST 、 1/の、 VOLUME +/- や MUTING ボタンび使えます。 


y モコンを準備する 

リモコンに乾電池を入れる 

単4形乾電池を挿入してください。 



乾電池を交換時期について 

マンガン電地使用時に、ふつラの使いかたをした場合、約目ヶ月ちちます。電池び消 
耗すると、 U モコンは正常に作動しなくなったり、 U モコンの動作距離び短くなった 
りします。そのよラなときは、2本とも新しい電池と交換してください。 

付属の単4形乾電池はお試し用ですので、使用可能時間び短い場合びあります。 


WM-PORT (22 ピン）搭載"ウォークマン"でご利用でさます。 

本機の対応機種について詳しくは、政下のホームページまたはカタ□グをご覧くださ 
し、。 


h 订 p :// www . sony . jp / walkman / acc / 


WM - PORT は"ウオークマン"とアクセヴ U —を接続する専用マルチ端テです。 
付属のアタッチメントの対応機種については、下記の表をご覧<ださい。 


アタッチメント 

シリーズ 

モデル名 


A タイプアタッチ A シリーズ 

NW - A 820 シ U - ズ 

NW - A 829/ A 82 が 

メント 


NW - A 800 シ U - ズ 

NW - A 808/ A 806/ A 805* 


S シ IJ ーズ 

NW - S 730 FK シ U —ズ 

NW - S 738 FK / S 736 FK ^ 



NW - S 730 F シリーズ 

NW - S 739 F / S 738 F / 

S 736 F * 



NW - S 630 F シリーズ 

NW - S 639 F / S 638 F / 

S 636 F * 



NW - S 目 30 FK シ U —ズ 

NW - S 638 FK / S 636 FK * 

B タイプアタッチ 

A シリーズ 

NW - A 引〇シ U - ズ 

NW - A 919/ A 918/ A 916* 

メント 

S シ IJ ーズ 

NW - S 710 F シリーズ 

NW - S 718 F / S 716 F / 

S 715 F * 



NW - S 目 10 F シリーズ 

NW - S 616 F / S 615 F * 


X シリーズ 

NW - X 1000 シリーズ 

NW - X 10507 X 1060^ 




A タイプアタッチメント B タイプアタッチメント 


#2009年10月現在 


ごま意 

•対応政がの"ウオークマン’を本体に接続しないでください。本体で巧あしていない"ウオーク 
マン’を使用した隙の動作は保証しておりません。 

•対応している"ウオークマン’でち、本磯においてすベての操作びでをるねけではありません。 
•一部の地域では販売されていない"ウオークマン’をあります。 


が障かな？と思った5 


をが 

原因 

処置 

音びルさい、または 

ケーブルび抜けかかっている。 

接続を確認する。 

白か丄社い 

VOLUME ボタンび最ルに絞!3れ 
てし'!る。 

VOLUME +ボタンで調節ずる。 


"ウオーク7ン’の WM-PORT 
ジャックまたは入カコードが 
しっか0接続されていない。 

いったんはずして接続し直す。 


"ウオークマン’か5音楽び再生 
されてし'!ない。 

‘ウォーク7ン"を再生する。 


リモコンの MUTING ボタンび巧 
され、 MUTING び ON になって 
いる。 （ MUTING ランプび点灯し 
ている） 

リモコンの MUTING ボタンを巧 
し、 MUTING を OFF にする。 

リモコンで本機、ま 
たは"ウオーク7ン" 

本体か5離れすざている。 

1」モコン受光部に近づけて操作 
する。 

を操作でさない 

U モコン受光部の前に障害物び 
置いてある。 

1」モコン受光部の前から障害物 
を取り除く。 


"ウオークマン’びしっかり接続 
されてし'!なし、。 

いったんはずして接続し直す。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換する。 


U モコン受光部に強い光（直射 
曰光や高周波点灯の堂光打など） 
び当たっている。 

1」モコン受光部に光び当たらな 
いよラにずる。 


入力び LINE IN になっている。 
( INPUT ランプび点打している） 

入力を"ウォークマン"に切り 
換える。 

ブーンといラ音びで 
る、またはノイズび 
出る 

テレビなど近くに音びでる機器 
を置いている。 

•音を発しているをのから、本機 
を離す。 

• 電源を別なコンセントの差込 
□につなぎ変える。 

音びひずむ 

音量び大きい。 

本体の VOLUME —ボタンを巧し 
て、音量を下げる。 


接続する機器のバスブースト機 
能やイコライヴー機能び有効に 
なってし'!る。 

‘ウォークマン"のイコライヴ設 
定を、「オフ」または「フラット」 
にする。 


外部接続磯器の VOLUME び大き外部接続機器の VOLUME をかさ 
し、 くする。 

リモコンに電池び 
入らない（さつい） 

電池ををに挿入でさない構造に 
なつてレます。 

極性 （+/-) を確認して正しく入 
れて < ださし、。 

1/6ランプび 
ちらつ< 

音量を上げたときやリモコンを受信したときに1/の（電源/スタン 
バイ）ランプびちらつくことびありますび、故障ではありません。 

ラジオび受信でさな 
い。 

ラジオ付"ウォークマン"や LINE IN にラジオを接続した場合、 
ラジオ放送び受信できない、または感度び大幅に低下する場合びあ 

0ます。 


腳書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙お買い上げ店でお受 
け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切になをしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの柏談窓□またはお買い上げ店にご相談<ださい。 

保証期間中の修理は 

イ呆話書の記載内容に基づ’いて修理させていただをます。詳しくはな罰書をご覧くださ 
い。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきまず。 

部品の保有期間について 

当社ではアクテイプスピーカーシステムの補修用性能部品（製品の機能を維持するた 
めに必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修 
理可能期間とさせていたださます。保有期間び経過したあとち、故障箇所によっては 
修理可能の場合びありますので、お買い上げ店またはソニーの柏談窓□にご柜談くだ 
さい。 


票 15 雜?遊難雜認寸時間などは http://www.sony.co.jp/support 


1 巧し、ち欄-な口 



フリ - ダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 •' 04日 6-31-2 己11 


を記番号へ接続を、 

最巧のガイダンスぴ 
流れている間に 

優巧巧致•巧 □ 

A 

ro n Q ■丄 r … 

フ1」 ー ダイヤル . 01吕 0-22 吕 -330 


1 〇 U yj 十 1 井 J 

を 巧して < ださい。 

※取扱説巧 書’ U モ〕ン 等の廣入相談は こち 5 へ お 問し をわは ください。 


直接、担当窓□へ 
おつなざします。 

FAX (兴巧）01 20-333-389 



ソニー 株式会社〒108-日日7己東京都港区港南1 -7- 1 

ご愛用ちアンケートのお願い 

今後のよりよい製品作りの参考にさせていただをますので、お答えいただける範 
囲で下記ホームページからアンケートにご協力をお願い致します。 

http://www.sony.co.jp/uc/ 

ホームページより回答いたださますと、 r 製品シ U アルナンバー」といラ入力欄 
びあります。この欄には、本機底面の機銘ラベル内にございます7衍の数きをご 
入力ください。（なお、アンケート受け付け期間は、発売より約2年です。あら 
かじめご了承 < ださい。） 


製品カスタマー登録のおすすめ 

製品をご購入いただいたお客様のサポートの充実を図るため、カスタマー登録を 
おすすめしてお0ます。 

詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/avp-regi/ 


商標 

"ウ ォーク マン’、 " WALKMAN "、 U/iLK/IVi/V は、ソニー 株式会社の登録商標 
です。 


全てのランプび点滅した場合、 AC パワーアダプターをコンセントから抜を、再度接 
続してください。それでを正しく動作しないとをは、ソニーの相談窓□またはお買い 
上げ店にご相談ください。 


まな仕様 


スピーカー部 

実効出力 10 W +10 W (全高調波重10%、1 kHz 、 8 Q ) ( JEITA *) 

入力 WM-PORT (22 ピン)、ステレオミニジャック 

使用スピーカー直径57 mm 

電源部.その他 

電源 DC 13 V (付属の AC バワーアダプターを接続して 

AO 00〜240 V 電源から使巧） 

最大外形寸法 約320 X 1日7 X 202 mm 川畐/高さ/奥行き） 

質量 約 ZOkg 

付属品 AC ノ くワーアダプターり） 

AC コー ドり） 

U モコン （1) 

単4形乾電池（マンガン）（お試し用） （2) 

‘ウ ォーク マン"巧アタッチメント （2) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

その他の必要なちの 

"ウォ ーク マン’ 

* JEITA は（電子情報技術産業協会）の略称です。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告な<変更することびありますび、ご了承<ださし、。 










